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中小企業 相談案内

毎日 午前9 時～午後4 時、土曜は

正午まで。場所は区役所1 階中小
企業 相談所。 小規模事業者の経営

や技術の改善と発展をはかるため

専門の相談員が技術 、法規、金融、

経営 、経理などの相談にのります。

人 口 調 べ

( 昭和42年8 月1 日現在)

世 帯　153, 444

男　271, 960
女　253, 098

計　530, 058

( 前月より989人の減)

老 人 の 福 祉
お
と
し
よ
り
を
幸
せ
に

ぐ
ん
と
延
び
た
平
均
寿
命

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
昨
年
か
ら
、
こ
の
敬
老
の
日
が
国
民
の
祝
日
と
し
て
加
え
ら
れ
、
老
後
の
生
活
を
明

る
い
、
豊
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
社
会
に
、
ま
た
家
庭
に
尽

く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
現
在
お
か
れ
て
い
る
お
と
し
よ
り
の
生
活
環
境
と
、
今
の
若
い

人
た
ち
の
老
後
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

人
生
五
十
年
と
は
む
か
し
の
話
で
、

今
日
で
は
七
十
年
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
寿

命
は
延
び
て
い
ま
す
。
こ
と
し
厚
生
省

が
発
表
し
た
簡
易
生
命
表
に
よ
り
ま
す

と
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
が
約

六
十
八
歳
、
女
が
約
七
十
四
歳
で
、
数

年
後
に
は
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な

ど
世
界
の
長
寿
国
に
仲
間
入
り
す
る
そ

う
で
す
。こ
れ
は
、た
い
へ
ん
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
が
、先
の
こ
と
を
考
え
ま

す
と
、そ
う
喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ

な
い
よ
う
で
す
。

ま
ず
、人
口
構
造
に
つ
い
て
み
て
み

ま
す
と
、現
在
は
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳

の
人
十
人
に
対
し
て
、六
十
五
歳
以

上
の
人
は
一
人
の
割
合
で
す
が
、五
十

年
さ
き
に
は
、こ
れ
が
三
人
に
対
し

て
、老
人
一
人
と
い
う
人
口
構
造
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、現
在
生
き
て
い
る
人
が
、あ

と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と

は
、表
の
と
う
り
で
す
。

し
か
し
、近
年
の
老
人
の
生
活
環
境

は
、け
っ
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
、い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
よ

う
で
す
。最
も
い
ち
じ
る
し
い
例
は
、

家
族
制
度
が
く
づ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

親
な
ど
に
対
す
る
扶
養
義
務
観
念
が
う

す
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
し
よ

う
。そ
の
こ
と
自
体
は
、必
ず
し
も
悪
い

こ
と
と
一
概
に
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
な
社
会
通
念
の
急
激
な
変
化

に
つ
い
て
ゆ
け
な
い
お
と
し
よ
り
に

は
、た
い
へ
ん
な
苦
痛
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。特
に
、明
治
時
代
に
生
ま
れ
た

人
と
、今
日
若
い
者
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
と
は
、そ
の
成
長
過
程
に
大
き
な
相
違

が
あ
り
、し
た
が
っ
て
、生
活
上
の

考
え
方
や
態
度
も
か
な
り
異
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
や
や
も
す
る
と
意
見
の
衝

突
や
、
お
互
い
の
気
持
が
通
じ
な
い
ま

ま
、
お
互
い
に
不
愉
快
な
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
る
例
が
ふ
え
て
い
る
の
で

す
。
し
か
し
、
お
と
し
よ
り
と
し
て
は

家
族
と
と
も
に
生
活
す
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
の
が
普
通
だ
と
思
い
ま
す
。
理

想
か
ら
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
ー
プ

の
さ
め
な
い
程
度
に
離
れ
た
別
居
生

活
」が
、最
も
良
い
状
態
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
は
、住
ま
い

の
制
約
も
あ
り
、現
実
は
思
う
よ
う
に

な
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。し
か
し

お
と
し
よ
り
を
い
た
わ
る
気
持
を
も
っ

と
持
ち
、あ
た
た
か
く
接
す
る
態
度
を

養
い
た
い
も
の
で
す
。や
が
て
は
若
い

人
び
と
も
と
し
よ
り
と
な
る
の
で
す
か
ら

…
…
。

敬
老
金
の
支
給

こ
れ
は
、毎
年
九
月
十
五
日
「敬
老

の
日
」に
、七
十
五
歳
以
上
の
お
と
し

よ
り
に
二
千
円
(
生
活
保
護
法
に
よ
る

被
保
護
者
に
対
し
て
は
金
額
相
当
の
記

念
品
)
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
と
し

区
内
で
は
、
約
四
千
五
百
人
の
か
た
が

対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
助
成

区
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
運
営
を

助
成
し
、
あ
る
い
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
運
営
を
助
成
し
、
あ
る
い
は
老
人
ク

ラ
ブ
の
新
設
を
援
助
し
て
、
月
額
四
千

五
百
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
現
在
区

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
三
十
一
団
体
あ

り
、
お
と
し
よ
り
の
教
養
を
高
め
た
り

健
康
の
増
進
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
い
か
た
や

ク
ラ
ブ
を
つ
く
り
た
い
か
た
は
、も
よ

り
の
ク
ラ
ブ
代
表
者
か
、あ
る
い
は
区

役
所
厚
生
部
福
祉
課
援
護
係
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ

ー

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
(
家
庭
奉
仕
員
)

と
は
、六
十
五
歳
以
上
の
老
人
や
、身

体
障
害
者
、精
神
薄
弱
者
で
、ふ
だ
ん

の
生
活
の
め
ん
ど
う
を
み
て
く
れ
る
身

寄
人
が
な
い
か
た
の
た
め
に
、区
役
所
(

福
祉
事
務
所
)
か
ら
奉
仕
員
を
さ
し

む
け
て
、洗
た
く
、そ
う
じ
、炊
事
、

衣
服
の
つ
く
ろ
い
な
ど
、身
の
ま
わ
り

の
お
世
話
を
し
て
い
る
も
の
で
す
。現

在
、九
人
の
奉
仕
員
が
活
動
し
て
い
ま

す

。敬
老
大
会

区
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で
、
毎

年
敬
老
大
会
を
催
し
、
満

八
十
歳
以

上
の
お
と
し
よ
り
を
招
待
し
て
、
演
芸

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま

す
。

【あと何年生きられるか】
( 平均余命)

あ
な
た
の
健
康
を

確
か
め
ま
し
ょ
う

9
月
1
0
日
～
3
0
日
　
老
人
無
料
健
康
診
査

区
で
は
、こ
と
し
も
お
と
し
よ
り
(

六
十
五
歳
以
上
)
の
た
め
に
、無
料

で
健
康
診
査
を
行
な
い
ま
す
。
こ
の
健

康
診
査
は
有
料
で
す
と
普
通
千
円
以
上

か
か
る
そ
う
で
す
。

診
査
を
受
け
る
と
き
は
、健
康
保
険

証
と
区
役
所
か
ら
さ
し
あ
げ
た
ハ
ガ
キ
(

無
料
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
)
を
忘

れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

無
料
診
査
期
間
―
九
月
十
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
間

診
査
を
し
て
く
れ
る
場
所
―
足
立
区

医
師
会
に
加
盟
し
て
い
る
病
院
、診
療

所
、医
院
(
い
ず
れ
も
内
科
の

み
)
。

診
査
科
目

◎
一
般
診
査
―
―
問
診
、理
学
的
診
察
　

尿
定
性
検
査
(
た
ん
白
・
糖
な
ど
)
、

血
圧
測
定
検
査

◎
精
密
診
査
―
―
尿
定
量
(
た
ん
白
・

糖
)
、糞
便
(
虫
卵
・
潜
血
反
応
)
、

血
液
(
赤
沈
・
血
色
素
な
ど
)
、胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
単
純
撮
影
、心
電
図
な
ど

の
検
査
。

多
い
血
圧
と

心
臓
疾
患

昨
年
実
施
さ
れ
た
老
人
健
康
診
査
の

結
果
を
、
厚
生
省
が
ま
と
め
た
と
こ
ろ

に
よ
り
ま
す
と
、
い
わ
ゆ
る
「
歩
け
る

状
態
に
あ
る
老
人
」
の
間
に
発
見
さ
れ

た
病
気
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
が
「
成
人

病
」(
六
十
五
歳
以
上
の
場
合
は
通
称

老
人
病
と
も
呼
ば
れ
る
)
で
あ
り
、こ

の
う
ち
「
高
血
圧
性
疾
患

」と
「
心
臓

の
疾
患
」
の
二
つ
だ
け
で
、
全
疾
患
の

約
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
「
成
人
病
」
は
自
覚
症

状
が
現
わ
れ
た
と
き
は
、
す
で
に
手
遅

れ
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
そ
う
で

す
。足

立
区
の
場
合
、死
亡
原
因
は
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
が
、脳
い
っ
血
な
ど

「中
枢
神
経
系
の
血
管
損
傷
」や
「ガ

ン
」
「心
臓
疾
患
」だ
け
で
、全
体
の

約
五
十
パ
-
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
も
や
は
り
「成
人
病
」と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、死
亡
原
因
の

う
ち
で
は
高
率
を
占
め
て
い
る
の
で

す
。し
た
が
っ
て
、い
か
に
健
康
診
査

が
お
と
し
よ
り
に
重
要
で
あ
る
か
が
お

わ
か
り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

足立区内原因別死亡数
〔昭 和41 年 中 〕

「区の木」を選んでください

こ
の
ほ
ど
区
で
は
、区
内
美
化
の
一

環
と
し
て
、区
を
美
し
い
緑
で
飾
ろ
う

と
、街
路
や
公
園
、児
童
遊
園
に
た
く

さ
ん
の
木
を
植
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、区
民
の
み
な
さ
ん
に
親

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
木
を
、「
区

の
木
」
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

木
の
選
定
は
、次
表
の
中
か
ら
一
つ

だ
け
選
び
、ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、職

業
ま
た
は
学
校
名
(
学
年
)
を
記
入

し
て
、九
月
三
十
日
ま
で
に
お
送
り
く

だ
さ
い
。

送
り
先
　
足
立
区
千
住
一
丁
目
五
〇

足
立
区
役
所
土
木
部
管
理
課
公
園
係

電
話
　
内
線
四
二
一
～
四

な
お
、お
近
く
の
出
張
所
へ
直
接
ご

持
参
く
だ
さ
っ
て
も
け
っ
こ
う
で

す
。

適
用
は

職
域
保
険
だ
け

去
る
八
月
十
八
日
健
康
保
険
法
特
例

法
が
成
立
し
ま
し
た
が
、こ
の
特
例
法

の
内
容
と
す
る
も
の
は
、職
域
保
険
と

い
っ
て
、会
社
や
官
公
庁
の
職
場
で
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
で
す
か
ら
、国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た
に

は
、
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て

国
保
の
取
り
扱
い
は
従
来
ど
お
り
で
す

か
ら
、
お
ま
ち
が
い
な
い
よ
う
に
。

老 人 福 祉 施 設 の ご 案 内
足
立
福
祉
事
務
所

所
在
地
　
千
住
竜
田
町
一
〇

電
話
　
　
八
八
八
―
三
一
四
一
～
五

中
部
福
祉
事
務
所

所
在
地
　
梅
田
町
一
八
四

電

話
　
　八
八
九
―
一
四
八
一
～
三

中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
区
立
)

所
在
地
　
梅
田
町
一
八
四

電
話
　
　
八
八
九
―
一
四
八
四

交
通
　
　
東
武
線
梅
島
駅
下
車
徒
歩
十
五
分
、都
バ
ス
足

立
梅
田
町
―
浅
草
寿
町
線
、梅
田
町
神
明
通
り
下
車
三
分

施
設
　
　
老
人
娯
楽
室
、老
人
集
会
室
、読
書
室
、そ
の
他

足
立
区
生
活
館
(
区
立
)

所
在
地
　
東
和
一
丁
目
五
―
一
七

電

話
　
　六
〇
五
―
九
一
九
六
～
八

交

通
　
　国
電
常
磐
線
綾
瀬
駅
下
車
徒
歩
七
分

施

設
　
　老
人
娯
楽
室
、
集
会
室
、
そ
の
他

老
人
健
　
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
　

康
相
談

足
立
老
人
福
祉
会
館
(
財
団
法
人
)

所
在
地
　
西
新
井
二
丁
目
一
一
―
四

交

通
　
　東
武
大
師
線
大
師
前
駅
下
車
徒
歩
十
分

施

設
　
　娯
楽
室
、
集
会
室

足
立
老
人
ホ
ー
ム
(
社
会
福
祉
法
人
)

所
在
地
　
花
畑
町
一
一
四
八

電

話
　
　八
八
六
―
七
九
四
六

愛
仁
ホ
ー
ム
(
社
会
福
祉
法
人
)

所
在
地
　
北
鹿
浜
町
一
〇
七
九

電

話
　
　八
九
九
―
五
〇
〇
五

博
愛
ホ
ー
ム
(
社
会
福
祉
法
人
)

所
在
地
　
北
鹿
浜
町
一
〇
五
八

電

話
　
　八
九
九
―
五
〇
〇
六

老
人
病
研
究
所
(
財
団
法
人
)

所
在
地
　
北
鹿
浜
町
一
〇
五
八

電

話
　
　八
九
九
―
四
八
六
一
～
五

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
都
立
)

所
在
地
　
板
橋
区
仲
町
二
〇

電
話
　
　
九
五
八
―
〇
一
六
一

老
人
に
低
額
な
料
金
で
慰
安
(
入
浴
、集
会
、娯
楽
等
)

や
健
康
相
談
、機
能
回
復
訓
練
、生
活
、就
労
相
談
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

所
在
地
　
文
京
区
小
日
向
四
丁
目
一
―
六
(
社
会
福
祉
会

館
内
)

電

話
　
　八
一
二
―
三
五
七
一
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会

働
く
意
欲
の
あ
る
六
十
歳
以
上
の
老
人
の
た
め
に
、求
人

・
求
職
の
あ
っ
せ
ん
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
月
～
金
曜

日
は
午
後
三
時
(
土
曜
日
は
午
前
十
一
時
)
ま
で
。

国 保指 定旅 館のご 案 内
お申し込みは、国民健康保険課へ( ただし料金は10月1 日から)

■ … 区役所の電話　882- 1111　第二庁舎　886- 3165　 足立福祉事務所　888- 3141　中部福祉事務所　889- 1481
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快
適
な
生
活
環
境
に

着
々
と
進
む
町
づ
く
り

区画整理事業

住
み
よ
い
町
は
、
ま
ず
区
画
整
理
か
ら
…
…
と
、
い
ま
区
内

の
各
所
で
そ
の
事
業
が
進
め
ら
れ
、
あ
る
い
は
計
画
が
進
行
中

で
す
。
近
代
的
な
都
市
社
会
発
展
の
基
礎
と
も
な
る
こ
の
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し
よ
う
。

よ
く
な
る
道
路
事
情

た
く
さ
ん
の
広
場
も
で
き
る

区
の
面
積
は
、
二
十
三
区
中
で
も
第

二
位
の
広
さ
(
五
三
・
二
二
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
)
を
も
ち
、
農
業
地
区
と
し

て
発
展
し
て
き
た
た
め
、
道
路
は
狭
く

曲
り
く
ね
っ
て
い
る
状
態
で
し
た
。

そ
し
て
、
近
年
は
人
口
の
急
激
な
増

加
が
め
だ
ち
、
団
地
を
は
じ
め
個
人
住

宅
が
ど
ん
ど
ん
建
て
ら
れ
て
い
る
現
状

で
す
。

し
か
し
、
農
地
を
そ
の
ま
ま
宅
地
に

転
用
し
た
の
で
は
、
無
秩
序
な
過
密
市

街
地
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
道
路
、
公
園
、
水
路
な
ど
、

快
適
な
都
市
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
公
共
施
設
を
確
保

し
、
ま
た
、
機
能
的
、
能
率
的
な
都
市

形
態
を
つ
く
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
わ

け
で
す
。

現
在
、
区
内
の
区
画
整
理
組
合
の
事

業
量
は
、
都
内
随
一
の
規
模
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
図
表
の
と
お
り

で
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
お

も
な
効
果
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

ま
ず
第
一
に
道
路
が
整
備
さ
れ
、
路

上
交
通
の
便
が
ぐ
ん
と
よ
く
な
り
、
産

業
の
発
展
や
、
非
常
災
害
の
と
き
な
ど

に
も
救
援
活
動
が
容
易
に
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

第
二
に
公
園
や
運
動
場
な
ど
が
確
保

さ

れ

、
遊

び
場
不

足
の

悩

み

か
ら

解
放

さ

れ
る

こ

と
に

も

な
り

ま

す

。
ま

た

、

道
路
・
公
園
に
た
く
さ
ん
の
樹
や
草
花

が
植
え
ら
れ
、
町
を
美
し
い
緑
や
花
で

飾
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
三
に
、
水
路
が
改
修
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
水
の
流
れ
が
よ
く
な
り
衛
生

上
、
カ
や
ハ
エ
な
ど
の
発
生
を
防
ぎ
、

排
水
も
楽
に
な
り
ま
す
。

第
四
に
、
建
ぺ
い
率
が
上
が
り
、
地

形
も
方
形
に
な
る
の
で
、
効
率
的
な
利

用
が
で
き
ま
す
。

第
五
に
、
水
道
、
ガ
ス
、
電
気
の
引

き
込
み
が
容
易
に
な
り
生
活
改
善
に
も

役
立
ち
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
い
ろ
い
ろ
な
付
帯
事

業
が
重
な
り
合
い
、
貴
重
な
財
産
で
あ

る
土
地
を
扱
う
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の

事
業
の
施
行
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
方
向
か
ら
検
討
さ
れ
計
画
さ
れ
ま
す

区
の
三
分
の
一
を
実
施

現
在
、
施
行
中
の
面
積
は
九
・
九
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
準
備
中
が
四
・
〇

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
す
で
に
完
了
し

た
も
の
三
・
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
合
計
一
七
・
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
な
り
、
区
の
全
体
面
積
の
約
三
三

パ
ー
セ
ン
ト
(
三
分
の
一
)
の
地
域
に

あ
た
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
あ
す
の
足
立
区
発
展
の
た
め
に
着

々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
画
整
理
組
合
施
行
個
所

完
了
(
1
)
千
住
関
屋
(
2
)
梅
島
(
3
)
南
宮
城
町
(
4
)

新
田
(
5
)
大
谷
田
(
6
)
蒲
原
北
三
谷
(
7
)
大

谷
田
第
二
(
8
)
竹
ノ
塚
　
施
行
中
(
9
)
西
新

井
(
1
0
)
北
三
谷
(
1
1
)
綾
瀬
(
1
2
)
保
木
間
(
1
3
)
花
畑
(

1
4
)
江
北
西
部
(
1
5
)
江
北
椿
(
1
6
)
東
加
平
(
1
7
)
谷

在
家
(
1
8
)
栗
原
六
月
町
(
1
9
)
東
栗
原
(
2
0
)
渕
江
(
2
1
)

花
畑
鷲
宿
(
2
2
)
江
北
北
部
　
準
備
中
(
2
3
)

花
畑
東
部
(
2
4
)
花
畑
北
部
(
2
5
)
大
谷
田
上
(
2
6
)

下
谷
中
(
2
7
)
大
谷
田
谷
中
(
2
8
)
中
川
(
2
9
)
栗
原

六
月
町
(
3
0
)
上
沼
田

区画整理事業実施状況

整
理
事
業
施
行
前
後
の
用
途
地
域
対
照

(
施
行
中
の
十
四
組
合
の
平
均
し
た
数
値
に
よ
る
)

九
月
十
一
日
～
二
十
日
ま
で

名

前

を
確

か

め

て

九
月
調
製
　選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
九
月
一

日
現
在
で
、
新
し
く
選
挙
権
を
得
た
か

た
な
ど
を
対
象
に
し
た
、
選
挙
人
名
簿

を
調
整
し
ま
し
た
。

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

と
、
選
挙
の
と
き
投
票
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
特
に
満
二
十
歳
に
な
っ
て
選
挙
権

を
取
得
し
た
か
た
や
、
転
居
な
ど
で
投

票
区
の
変
わ
っ
た
か
た
な
ど
は
、
ぜ
ひ

一
度
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
　
お
見
せ
す
る
期
間
　
九
月
十
一
日
(

月
)
～
二
十
日
(
水
)
ま
で

◇
　
場
所
　
区
選
挙
管
理
委
員
会
(
区

役
所
内
三
階
)

、
ま
た
は
み
な
さ

ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
管
轄
し

て
い
る
区
役
所
出
張
所

◇
　
時
間
　
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
、
た
だ
し
、
出

張
所
は
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、
日

曜
は
休
み
ま
す
。

選
挙
標
語
募
集

明
る
く
正
し
い
選
挙
を
表
現
し
た
標

語
を
募
集
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ど
し
ど

し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
入
賞
者
、
応
募

者
全
員
に
記
念
品
や
粗
品
を
お
贈
り
し

ま
す
。

あ
て
先
、
足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会

(
足
立
区
千
住
一
丁
目
五
〇
)
　

電
話

区
役
所
内
線
六
六
一
～
四

ぼ
く
の
わ
た
し
の
作
文
募
集

こ
ど
も
文
集
「
と
も
だ
ち
」

区
内
の
こ
ど
も
会
に
は
、
い
ま
約
五

万
四
千
人
の
お
友
だ
ち
が
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
会
の
活
動
や
行
事
の
参
考

と
す
る
た
め
に
、
こ
ど
も
の
文
集
「
と

も
だ
ち
」
を
区
教
育
委
員
会
と
区
少
年

団
体
連
合
協
議
会
で
作
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

応
募
方
法

▽
標
題
　
自
由
(
こ
ど
も
会
に
つ
い
て

の
こ
と
な
ら
何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

▽
作
文
の
長
さ
　
四
百
字
づ
め
原
稿
用

紙
二
枚
程
度

▽
応
募
資
格
　
区
内
の
こ
ど
も
会
会
員

▽
し
め
き
り
日
　
九
月
三
十
日
(
土
)

▽
送
り
先
　
足
立
区
教
育
委
員
会
事
務

局
社
会
教
育
課
青
少
年
係
(
千
住
一
丁

目
五
〇
　
電
話
内
線
五
八
七
)

※
作
文
の
最
初
の
と
こ
ろ
に
題
名
、
所

属
こ
ど
も
会
名
、
氏
名
、
学
校
、
学
年

住
所
を
忘
れ
な
い
で
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
よ
い
作
品
は
表
彰
し
、
応
募
者
全

員
に
は
記
念
品
と
作
文
集
「
と
も
だ

ち
」
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

献
血
し
ま
し
ょ
う

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

近
年
は
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
不

慮
の
災
害
が
激
増
し
、
尊
い
生
命
を
守

る
た
め
の
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
と
し
も
「
愛
の
血
液
助
け

合
い
運
動
」
を
展
開
し
、
「
み
な
さ
ん

の
生
命
は
、
き
れ
い
な
善
意
の
血
液
で

守
ろ
う
」
と
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

十
分
に
用
意
で
き
る
よ
う
、
厚
生
省
・

都
道
府
県
・
日
本
赤
十
字
社
が
主
体
と

な
っ
て
献
血
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

特
に
東
京
都
内
は
、
交
通
事
故
の
多

発
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
血
液

が
十
分
で
あ
り
ま
せ
ん
。
区
で
も
昨
年

十
二
月
献
血
区
宣
言
を
し
て
以
来
、
区

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
九
月
中
に
次
の
日
程
で

採
血
車
が
巡
回
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
。

移
動
採
血
日
程

▽
九
月
五
日
(
火
)
北
千
住
駅
前
　
▽

八
日
(
金
)
新
田
小
学
校
　
▽
十
一
日
(

月
)
千
寿
第
五
小
学
校
　
▽
十
三
日
(

水
)
弘
道
小
学
校
　
▽
十
八
日
(
月
)

大
谷
田
小
学
校
　
▽
二
十
日
(
水
)

第
十
四
中
学
校
　
▽
二
十
二
日
(
金
)

舎
人
小
学
校
　
▽
二
十
五
日
(
月
)
第

十
二
出
張
所
　
▽
二
十
七
日
(
水
)
本

木
小
学
校
　
▽
二
十
九
日
(
金
)
文
化

会
館

第
十
九
出
張
所
が

元

の

場
所

に

区
役
所
第
十
九
出
張
所
庁
舎
は
、
か

ね
て
か
ら
元
の
場
所
に
改
築
中
で
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
九
月
四
日
(

月
)
か
ら
新
庁
舎
で
事
務
の
取
り
扱

い
を
開
始
し
ま
し
た
。

足
立
区
西
綾
瀬
四
丁
目
五
―
六

電
話
　
　
(
八
八
七
)
八
二
七
七

区
民
水
泳
大
会

さ
る
八
月
二
十
日
、
区
体
育
館

で
区
民
水
泳
競
技
大
会
が
開
か
れ

約
三
百
人
が
参
加
し
て
技
を
競
い

ま
し
た
。
こ
の
写
真
を
ご
希
望
の

か
た
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。
区
役
所

企
画
室
広
報
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
電
話
内
線
七
一
一
～
三
。

大東京祭記念
カ ッパの バ ッジ

区役所で発売

こ

と

し
の

〝
カ

ッ

パ
の

バ

ッ
ジ
〟

が
で

き

ま
し

た

。

よ

い
子

を
は

じ

め

都
民

の

み

な
さ

ん

と
は

、

す

っ
か

り

お

な
じ

み

に
な

り

ま
し

た

が
、

カ

ッ

パ
の

バ

ッ

ジ
は

、

大
東

京

祭
の

シ

ン

ボ
ル

で

す

。
「

大

東
京

祭
」

は

、

わ

た

く
し

た

ち
の

住

む
東

京
の

こ

と

に

つ

い
て

考
え

な

が

ら
、

み

ん
な

で

行

事

に

参

加
す

る

た

の
し

い

お
祭
で

す

。
こ

と
し

も

十
月

一

日

「
都

民

の

日
」

を

中

心
に

、

多
彩

な

催
し

が
開

か

れ
ま

す

が
、

か

わ

い
い

バ

ッ

ジ
を

胸

に
つ

け
て

、

大

東

京
祭

に

参
加

し

ま
し
ょ
う
。

◎
特
典
　
記
念
バ
ッ
ジ
を
つ
け
た

か
た
に
は
十
月
一
日
に
か
ぎ
り
、
次

の
特
典
が
あ
た
え
ら
れ
ま
す
。

国
立
競
技
場
・
代
々
木
体
育
館
・

日
本
武
道
館
・
上
野
動
物
園
・
多
摩

動
物
公
園
・
神
代
植
物
公
園
・
そ
の

ほ
か
都
立
の
有
料
公
園
に
無
料
入
場

で
き
ま
す
。(
た
だ
し
、
入
学
前
の

子
ど
も
さ
ん
に
は
付
き
添
い
が
必
要

で
す
)

◎
記
念
バ
ッ
ジ
は
一
個
三
十
円
。

◎
区
役
所
一
階
受
付
へ
ど
う
ぞ
。

〝
ミ

ス
足

立
〟

コ

ン
テ

ス
ト

区
観
光
協
会
と
区
商
店
街
連
合
会
で

は
、
区
の
後
援
に
よ
り
来
年
の
明
治
百

年
を
記
念
し
て
、
「
第
一
回
ミ
ス
足
立

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
く
こ
と
に
な
り
、

い
ま
「
ミ
ス
足
立
」
を
募
集
中
で
す
。

参
加
資
格
　
区
内
在
住
者
で
、
健
康
な

十
六
歳
以
上
未
婚
の
女
性

申
込
み
　
自
せ
ん
、
他
者
推
せ
ん
、
ど

ち
ら
で
も
よ
く
、
写
真
を
添
え
る
。

申
込
み
先
　
区
商
連
事
務
所
(
千
住
二

丁
目
三
八
　
電
話
八
八
一
―
九
一
二

一
)
、
区
観
光
協
会
(
区
役
所
内
区

民
部
経
済
課
　
電
話
内
線
三
三
二
～

五
)

、
各
商
店
会
長
宅
の
い
ず
れ
か

へ
。

締
め
切
り
　
九
月
十
日
(
日
)

審
査
日
時
　
九
月
十
六
日
(
土
)
午
後

一
時
か
ら
(
足
立
区
文
化
会
館
)

入
賞
人
員
　
ミ
ス
足
立
　
一
名
　
準
ミ

ス
足
立
　
二
名

賞
品
　
ミ
ス
足
立
―
―
香
港
・
マ
カ

オ
旅
行
招
待
、
ま
た
は
賞
金
十
万
円
(

副
賞
と
し
て
、
花
嫁
衣
裳
、
家
具

洋
装
品
各
一
式
、
そ
の
他
)

準
ミ
ス
足
立
―

賞
金
五
万
円
(
副

賞
と
し
て
訪
問
着
、
帯
、
家
具
、
洋

装
品
各
一
式
、
そ
の
他
)

二
セ
職
員

に
ご
注
意

最
近
、
区
役
所
の
職
員
と
い
つ
わ
っ

て
、
「
水
路
の
改
修
を
す
る
か
ら
、
橋

を
取
り
除
い
て
も
ら
い
た
い
、
そ
の
か

わ
り
に
新
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
を

造
っ
て
あ
げ
ま
す
」
と
い
っ
て
、
セ
メ

ン
ト
代
を
だ
ま
し
取
っ
た
り
、U
字
溝

の
ふ
た
を
普
通
の
値
段
よ
り
も
高
く
売

り
つ
け
て
い
る
者
が
い
ま
す
が
、
区
役

所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
工
事
の
場
合
、

現
場
で
費
用
を
要
求
し
た
り
、
受
け
取

っ
た
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

お知らせ お知らせ お知らせ

住
所
・
氏
名
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い

引
揚
者
国
庫
債
券
を
担
保
と
し

て
、
お
貸
し
し
た
貸
付
金
は
、
全

部
返
済
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
担
保
と
し
て
お
預
り
し
た
国

債
と
清
算
残
金
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。

こ
の
う
ち
、
住
所
や
氏
名
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
お
返

し
で
き
な
い
分
も

あ
り
ま
す
の

で
、
都
か
ら
資
金
の
貸
し
付
け
を

受
け
た
後
、
住
所
ま
た
は
氏
名
を

変
更
し
て
、
ま
だ
届
け
出
て
い
な

い
か
た
は
、
新
旧
の
住
所
・
氏
名

と
借
り
受
け
た
年
月
日
を
至
急
ご

連
絡
く
だ
さ
い
(
区
役
所
厚
生
部

福
祉
課
　
内
線
三
六
四
～
五
)
。

身
体
障
害
者
・
精
神
薄
弱
者

巡

回

更

生

相

談

の

ご

利

用

を

都
と
区
で
は
、
身
体
障
害
者
と

精
神
薄
弱
者
に
つ
い
て
の
更
生
相

談
を
行
な
い
ま
す
。

日
時
　
九
月
十
三
日
(
水
)
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

場
所
　
区
立
千
寿
第
七
小
学
校

(
千
住
桜
木
町
一
一
)

相
談
内
容
　
生
活
、
医
療
、
職

業
、
児
童
、
年
金
、
施
設

入
所
、
手
帳
交
付
、
補
装

具
等
に
つ
い
て
。

お
問
い
合
せ
は
▽
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所
(
二
〇
三
―
六
四
四
一

～
三
)
▽
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談

所
(
三
五
一
―
○
二
九
二
、
〇
八

〇
〇
)
▽
足
立
福
祉
事
務
所
(
八

八
八
―
三
一
四
一
)
▽
中
部
福
祉

事
務
所
(
八
八
九
―
一
四
八
一
～

三
)
。自

衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
、陸
・
海
・
空
の

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。自

衛
官
は
、特
別
職
の
国
家
公
務
員

と
し
て
、初
任
給
一
万
五
千
円
と

衣
・
食
・
住
費
が
支
給
さ
れ
、賞

与
(
ボ
ー
ナ
ス
)
は
年
三
回
、そ

の
他
い
ろ
い
ろ
な
手
当
も
支
給
さ
れ
ま

す
。

応
募
資
格
は
、
満
十
八
歳
か
ら

二
十
四
歳
ま
で
の
男
子
で
、
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
(
一
年
中
)
応
募
で
き

ま
す
。
手
続
き
の
方
法
や
そ
の
他

詳
し
い
こ
と
は
、
区
役
所
の
区
民

課
(
内
線
三
〇
三
)
、
ま
た
は
、

自
衛
隊
足
立
出
張
所
(
八
八
一
―

八
〇
九
六
)
へ
ど
う
ぞ
。

戦
没
者
の
遺
族

に
特
別
弔
慰
金

戦
没
者
(
昭
和
十
六
年
十
二
月

八
日
以
降
の
死
亡
者
)
の

遺
族

で
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
現
在

遺
族
年
金
や
公
務
扶
助
料
を
受
け

る
人
が
い
な
か
っ
た
場
合
配
偶

者
、
子
、
兄
弟
の
順
に
特
別
弔
慰

金
(三
万
円
)
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い
か
た
は

早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
援
護
係
(

電
話
内
線
三
六
四
～
五
)
へ
。

電
語
番
号
変
更

区
役
所
土
木
部
道
路
課
第
一
工

事
事
務
所
の
電
話
番
号
が
、
九
月

一
日
か
ら
八
八
二
―
三
四
八
〇
に

変
わ
り
ま
し
た
。

「
あ
す
の
地
方
自

治
」
論
文
募
集

自
治
省
で
は
、
地
方
自
治
法
施

行
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
今
後

の
地
方
自
治
発
展
の
資
料
と
す
る

た
め
、
国
民
か
ら
懸
賞
論
文
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
「
あ
す
の
地
方
自

治
」(
副
題
を
つ
け
て
も
よ
い
)
　

▽
四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
三
十
枚

以
内
　
▽
し
め
き
り
　
九
月
三
十

日
　
▽
自
治
省
大
臣
官
房
(
千
代

田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
―
二
)

行
く
え
不
明
者

を
捜
が
し
ま
す

警
視
庁
で
は
、
家
出
人
や
消
息

不
明
の
人
が
あ
っ
て
、
お
困
り
の

か
た
の
た
め
に
「
行
く
え
不
明
の

人
を
さ
が
す
相
談
所
」
を
開
設
し

て
、
相
談
を
お
受
け
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
お
困
り

の
か
た
は
、
お
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

場
所
　
警
視
庁
正
面
玄
関
(
応

接
室
)

期
間
　
昭
和
四
十
二
年
九
月
一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
。

交
通
　
都
電
―
桜
田
門
、
地
下

鉄
―
霞
が
関
駅
下
車
。

電
話
　
五
八
一
―
四
三
二
一
～

九
(
内
線
四
五
二
一
)

毎月第3 日曜日には「家庭の日」を設けましょう


